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「
学
力
ア
ッ
プ
通
信
」で　
　
　

家
庭
学
習
習
慣
化
を
呼
び
掛
け
る

　

川
崎
町
立
池
尻
小
学
校
は
、
福
岡
県
の

ほ
ぼ
中
央
、
か
つ
て
の
筑
豊
炭
田
の
中
心

地
に
あ
る
。
人
懐
こ
く
、
元
気
な
子
ど
も

が
多
い
が
、
学
力
面
で
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
２
０
０
８
年
度
、
川
崎
町
が
町
内
の

小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
支
援
を
始
め
た

の
を
契
機
に
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
辻
秀
志
校
長
は
、
そ
の

ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
基
礎
的
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
に
は
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
定
着

が
必
要
で
す
。
そ
の
土
台
と
な
る
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
を
家
庭
の
協
力
を
得
て
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
し

た
。
先
生
方
も
同
じ
思
い
で
し
た
」

　

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
の

柱
が
、「
い
き
い
き
池
小
っ
子
カ
ー
ド
」（
図

１
）
だ
。「
10
時
ま
で
に
ね
る
」「
７
時
ま

で
に
起
き
る
」「
朝
食
を
食
べ
る
」「
家
庭

学
習
」
な
ど
、
毎
日
指
導
し
て
い
る
全
学

年
共
通
の
７
項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
自

身
が
毎
月
最
初
の
１
週
間
の
生
活
を
採
点

す
る
。
就
寝
・
起
床
時
刻
は
学
年
ご
と
に

グ
ラ
フ
化
し
て
廊
下
に
掲
出
し
、
子
ど
も

の
意
識
を
高
め
て
い
る
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
は
先
生
方
の
ア
イ
デ

ア
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
日
々
の
ね
ば

り
強
い
指
導
に
よ
っ
て
成
果
が
表
れ
て
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
子
ど
も
自
身
に
生
活
の

課
題
を
自
覚
さ
せ
る
の
が
目
的
な
の
で
、

カ
ー
ド
は
家
庭
に
は
持
ち
帰
り
ま
せ
ん
。

保
護
者
に
は『
学
力
ア
ッ
プ
通
信
』（
図
２
）

で
ね
ら
い
や
結
果
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
カ
ー
ド
の
記
入
期
間
に
は
家
庭

で
の
声
掛
け
が
多
く
な
る
よ
う
で
す
」

　
「
学
力
ア
ッ
プ
通
信
」
は
、
学
力
向
上

や
生
活
習
慣
改
善
に
特
化
し
た
学
校
通
信

だ
。
通
常
の
学
校
だ
よ
り
と
は
別
に
月
１

回
発
行
し
、
学
校
の
取
り
組
み
や
そ
れ
に

対
す
る
子
ど
も
の
様
子
、「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
出
題
内
容
や
結
果
な

ど
を
紹
介
す
る
。

　

10
年
度
は
、「
学
力
ア
ッ
プ
通
信
」
を

使
っ
て
家
庭
学
習
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
質
問
は
「
学
習
内

容
に
つ
い
て
子
ど
も
と
ど
ん
な
話
を
す
る

か
」「
家
庭
学
習
に
つ
い
て
子
ど
も
と
ど

ん
な
約
束
を
し
て
い
る
か
」
な
ど
で
、
他

の
保
護
者
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
回
答
は
、

次
号
以
降
の
通
信
で
紹
介
す
る
（
図
２
）。

学
校
か
ら
の
要
望
で
は
な
く
同
じ
保
護
者

の
声
に
よ
っ
て
、
学
力
向
上
に
対
す
る
意

識
を
高
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
。

児
童
の
振
り
返
り
と
保
護
者
通
信
で

家
庭
学
習
習
慣
が
定
着

福
岡
県
川
崎
町
立
池
尻
小
学
校

川
崎
町
立
池
尻
小
学
校
で
は
、保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
自
身
に
生
活
の
課
題
を
自
覚
さ
せ

る「
い
き
い
き
池
小
っ
子
カ
ー
ド
」
や
、
取
り
組
み
の
様
子
を
保
護
者
に
細
か
く
伝
え
る「
学
力
ア
ッ
プ
通
信
」な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
の
協

力
意
識
が
高
ま
り
、家
庭
学
習
習
慣
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
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川崎町立池尻小学校校長

辻  秀志
Tsuji Hideshi

「常に自分を高めようとする
子どもを育てたい」

福岡県川崎町立池尻小学校
◎1951（昭和26）年開校。2008年度より、川崎町の
方針を独自にアレンジしながら学力向上と家庭学習習
慣化に取り組む。「学力アップ通信」などを通して、保
護者への呼び掛けを積極的に行っている。

校長	 辻　秀志先生
児童数	 248人
学級数	 13学級（うち特別支援学級２）
所在地	 〒827-0002
　　　　福岡県田川郡川崎町池尻923
TEL　　0947-44-0111
E-mail	 ikejiri@jeans.ocn.ne.jp
URL　　なし

　

同
校
で
は
校
区
の
住
民
に
向
け
て
も
学

校
だ
よ
り
を
発
行
し
、
取
り
組
み
の
概
要

を
伝
え
て
い
る
。

　
「
川
崎
町
で
保
護
者
の
協
力
を
得
る
に

は
、
本
校
の
取
り
組
み
に
対
す
る
地
域
全

体
か
ら
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
校
区
の

区
長
さ
ん
に
学
校
だ
よ
り
を
配
布
し
、
全

家
庭
に
回
覧
し
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
も
定
期
的
に

校
区
の
会
議
に
出
席
し
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
」（
辻
校
長
）

毎
朝
の「
学
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」で

基
礎
を
定
着
さ
せ
る

　

同
校
で
は
学
力
向
上
の
た
め
に
、
家
庭

で
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
朝
学
習
や

校
内
研
究
の
充
実
に
も
力
を
注
ぐ
。
毎
朝

20
分
間
、
全
学
年
で
行
う
朝
の
学
習
時
間

「
学
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
で
は
読
書
や
作

文
、
川
崎
町
内
す
べ
て
の
小
学
校
で
使
わ

れ
て
い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
ド
リ
ル
を
活
用
し

た
漢
字
と
計
算
の
練
習
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
内
容
は
曜
日
ご
と
に
決
ま
っ
て

い
る
が
、
学
力
調
査
な
ど
で
課
題
が
見
付

か
っ
た
場
合
、「
強
化
月
間
」
と
し
て
１

か
月
間
、
漢
字
と
計
算
の
練
習
を
集
中
的

に
行
う
。
教
務
主
任
の　

川
和
久
先
生
は
、

ド
リ
ル
の
活
用
例
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
漢
字
は
月
曜
日
に
練
習
し
、
金
曜
日

に
テ
ス
ト
を
し
て
い
ま
す
。
新
出
漢
字
は

ま
ず
授
業
中
に
担
任
が
教
え
た
上
で
、
ド

リ
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。
更
に
、
授
業
の

空
き
時
間
や
宿
題
を
利
用
し
て
繰
り
返
し

練
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
基
礎
の
定
着
を
図

っ
て
い
ま
す
」

　

宿
題
に
は
、
国
語
と
算
数
の
復
習
用
プ

川崎町立池尻小学校

　川和久
Fujikawa Kazuhisa

教務主任
「子どもに意欲的に学びへ向
かう力を身に付けさせたい」

「学力アップ通信」で行った家庭学習に関する保護者の意識調査では、次
のような声が寄せられた
●「宿題は必ずさせています」
●「家庭で教材を用意しようとしても、どれが子どもに合っているのかが分か
　りません。学校のプリントや宿題をもっと増やしてください」
●「今は得意科目の勉強から学ぶ喜びを知ってくれれば良いと思うものの、
　いずれは苦手科目の勉強にも積極性を持ってほしい」

項目ごとに、達成できれば○、出来なければ×を書き
込む。○を一つ１点として採点。振り返りのコメントを
記入する。「テレビ見ないデー」は午後８時以降テレ
ビを見ない日で、習い事などの都合に合わせて、１週
間の特定曜日を子どもが自分で決める。
「目的はテレビを見せないことではなく、勉強や読書に
充てる時間を増やすことです」（　川先生）

図２　「学力アップ通信」

図１　「いきいき池小っ子カード」

「いきいき池小っ子カード」は、
Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式で
ダウンロード出来ます
http://benesse.jp/berd/
→情報誌ライブラリ（小学校向け）

http://benesse.jp/berd/center/open/syo/index.shtml
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授業でご活用いただける、キャリア教育に役立つ冊子
『ジブンよススメ　ワークブック』参加受付中！

ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する「学び応援プロ
ジェクト」を実施しております。２００９年度は、のべ約８,２００校から約１２５万冊ものお申し込みをいただきました。
今回、①小学５・６年生の児童向けに、授業で使えるキャリア教育冊子「ジブンよススメワークブック２０１０」、
②小学６年生の児童向けに、学び方のコツがわかる冊子「中学校に入って役立つ！　自宅でやっている３つの
ルール」を無料でご提供いたします。ただ今、参加受付中です。詳しくは下記の専用ホームページをご覧ください。
ぜひ貴校の教育活動にお役立てください。

学校＆家庭　学び応援プロジェクトホームページ　http://www.benesse.co.jp/manabiouen/

※応募多数の場合、在庫がなくなり次第終了となります。ご了承ください。

子どもの１日の家庭学習時間は、平日、休日ともに１時間程度
家庭学習時間＊（小４～小６生）

出典：Benesse教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」
　　  調査時期は2009年８月～10月、調査対象は全国の小学４年生～高校２年生（うち小学生は3,561人）、調査方法は学校通しの質問紙による自記式調査

出典：Benesse教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」
　　  調査時期は2009年８月～10月、調査対象は全国の小学４年生～高校２年生（うち小学生は3,561人）、調査方法は学校通しの質問紙による自記式調査

「保護者の肯定的なかかわりが高い」とは、「勉強を教えてくれる」、「いいことをしたときにほめてくれる」、「悪いことをしたときにしかってくれる」、
「困ったときに相談にのってくれる」、「あなたのことを大人として扱ってくれる」の項目に「当てはまる」と回答した割合が高いことを表す

保護者の肯定的なかかわりが高い方が、学習する理由が前向き
保護者のかかわり方と１週間の学習時間（小４～小６生）

注）

１週間の学習時間は、平日の学習時間の平均と休日の学習時間の平均を、１週間の日数分合計したもの注）

子どもの１日の家庭学習時
間は、平均すると１時間程
度。特に休日は、学習時間
のばらつきが大きくなって
いる

■ ほとんどしない　　　　■ 15分～1時間未満　　■ 1時間～2時間未満　　
■ 2時間～3時間未満　 ■ 3時間以上　　　　　 ■ 無回答・不明

■ はい　　　■ いいえ

勉強する理由（小４～小６生） ■ 保護者の肯定的なかかわりが高い群　　　
■ 保護者の肯定的なかかわりが低い群

0 20 40 60 80 100
(%)

1.0

3.81.0

5.4 43.8 37.9 8.1平日

14.9 43.7 26.6 8.1 5.7休日

平 均
58.9分

平 均
54.0分

0 100 200 300 400 500
（時間）

411
380

430
394

困ったときに
相談にのってくれる

何にでも
すぐ口出しをする

0 20 40 60 80 100
（％）

80.8
66.8

83.5
65.4

65.5
50.1

31.4
37.5

問題が解けると
うれしいから

今までできなかったことが
できるようになるから

成績がよいと
親がほめてくれるから

成績が悪いと
親にしかられるから

保護者の子どもへのかかわ
りが強いと、たとえそれが
子どもにとって否定的なも
のであっても、家庭学習時
間は増える。ただし、肯定的
なかかわりが高いほど、肯
定的な理由で勉強をする子
どもの割合が増える

＊塾での学習時間を除く

上記の関連データはコチラ！
http://benesse.jp/berd/
＊「調査・研究データ」コーナーをご覧ください
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先
生
方
の
意
識
を
ま
と
め
る
こ
と
が
、
校

長
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
力
調

査
の
結
果
も
私
な
り
に
整
理
・
分
析
し
、

毎
月
発
行
す
る
『
校
長
室
だ
よ
り
』
で
考

え
を
先
生
方
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」（
辻
校
長
）

　

取
り
組
み
３
年
目
で
、
成
果
は
子
ど
も

の
学
力
に
現
れ
て
き
た
。
10
年
度
の
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
、
ど
の

学
年
で
も
国
語
と
算
数
の
正
答
率
が
09
年

度
と
比
べ
て
向
上
し
た
。
授
業
態
度
が
落

ち
着
き
、「
学
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
に
集

中
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
む
子
ど
も
も
増

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
発
的
に
大
き
な
声
で
挨
拶
を

し
た
り
、
校
内
清
掃
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
生
活
態
度
に
も
改
善
が

見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
声

掛
け
が
必
要
で
す
が
、
家
庭
学
習
習
慣
は

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
ら
す
す
ん
で

意
欲
的
に
机
に
向
か
う
子
ど
も
の
育
成
を

目
指
し
、
五
つ
の
部
会
を
中
心
に
全
教
師

が
一
丸
と
な
っ
て
学
力
向
上
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
保
護
者
や
地
域
、
町
教
委
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
学
力
向
上
の
た
め
に
出
来

る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
て
い
く
覚

悟
で
す
」（　

川
先
生
）

リ
ン
ト
を
学
校
独
自
に
作
成
し
て
い
る
。

漢
字
と
計
算
の
練
習
を
中
心
に
、
応
用
問

題
も
載
せ
る
。
ま
た
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も

一
定
量
の
宿
題
を
出
さ
せ
る
た
め
に
、
家

庭
学
習
時
間
の
目
標
を
「
学
年
×
10
分
」

と
定
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、「
教
師
の
授

業
力
部
会
」「
児
童
の
学
ぶ
力
部
会
」「
基

盤
の
力
部
会
」「
家
庭
学
習
の
充
実
部
会
」

「
条
件
・
環
境
整
備
な
ど
部
会
」
の
五
つ

の
学
力
向
上
対
策
委
員
会
で
決
定
・
改
善

す
る
。
学
校
全
体
と
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
管
理
職
を
含
め
た
全
教
師
が
い
ず
れ

か
の
部
会
に
属
す
る
。

　
「
各
部
会
で
は
進
捗
や
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
月
１
回
開
か
れ
る
全
体
会
議

で
情
報
を
共
有
し
ま
す
。
部
会
が
あ
る
こ

と
で
、
異
動
し
て
き
た
先
生
も
す
ぐ
に
取

り
組
み
に
参
加
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
場

で
学
校
が
目
指
す
方
向
性
を
明
確
に
し
、

［小学版］2010 Vol .4

毎月１回、「学力アップタイ
ム」に「漢字コンクール」を
全学年で実施。１か月間に
ドリルで学習した漢字から
10問が出題される。平均
点の高いクラスは廊下に
掲示する。
「子どもに点数を意識させ、
学習意欲を高めることがね
らいです」（　川先生）

「学力アップタイム」の漢
字ドリルの時間。なぞり書
き、そら書きなどを繰り返
す。ドリルを宿題とする場
合、既習漢字を「１字10
回ずつノートに書く」とい
うように指示する。基礎・
基本の復習に重点を置く
ため、未習漢字は宿題と
しない



ベネッセのデータでみるベネッセのデータでみる

子どもの学び子どもの学び

授業でご活用いただける、キャリア教育に役立つ冊子
『ジブンよススメ　ワークブック』参加受付中！

ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する「学び応援プロ
ジェクト」を実施しております。２００９年度は、のべ約８,２００校から約１２５万冊ものお申し込みをいただきました。
今回、①小学５・６年生の児童向けに、授業で使えるキャリア教育冊子「ジブンよススメワークブック２０１０」、
②小学６年生の児童向けに、学び方のコツがわかる冊子「中学校に入って役立つ！　自宅でやっている３つの
ルール」を無料でご提供いたします。ただ今、参加受付中です。詳しくは下記の専用ホームページをご覧ください。
ぜひ貴校の教育活動にお役立てください。

学校＆家庭　学び応援プロジェクトホームページ　http://www.benesse.co.jp/manabiouen/

※応募多数の場合、在庫がなくなり次第終了となります。ご了承ください。

子どもの１日の家庭学習時間は、平日、休日ともに１時間程度
家庭学習時間＊（小４～小６生）

出典：Benesse教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」
　　  調査時期は2009年８月～10月、調査対象は全国の小学４年生～高校２年生（うち小学生は3,561人）、調査方法は学校通しの質問紙による自記式調査

出典：Benesse教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」
　　  調査時期は2009年８月～10月、調査対象は全国の小学４年生～高校２年生（うち小学生は3,561人）、調査方法は学校通しの質問紙による自記式調査

「保護者の肯定的なかかわりが高い」とは、「勉強を教えてくれる」、「いいことをしたときにほめてくれる」、「悪いことをしたときにしかってくれる」、
「困ったときに相談にのってくれる」、「あなたのことを大人として扱ってくれる」の項目に「当てはまる」と回答した割合が高いことを表す

保護者の肯定的なかかわりが高い方が、学習する理由が前向き
保護者のかかわり方と１週間の学習時間（小４～小６生）

注）

１週間の学習時間は、平日の学習時間の平均と休日の学習時間の平均を、１週間の日数分合計したもの注）

子どもの１日の家庭学習時
間は、平均すると１時間程
度。特に休日は、学習時間
のばらつきが大きくなって
いる

■ ほとんどしない　　　　■ 15分～1時間未満　　■ 1時間～2時間未満　　
■ 2時間～3時間未満　 ■ 3時間以上　　　　　 ■ 無回答・不明

■ はい　　　■ いいえ

勉強する理由（小４～小６生） ■ 保護者の肯定的なかかわりが高い群　　　
■ 保護者の肯定的なかかわりが低い群
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すぐ口出しをする
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問題が解けると
うれしいから

今までできなかったことが
できるようになるから

成績がよいと
親がほめてくれるから

成績が悪いと
親にしかられるから

保護者の子どもへのかかわ
りが強いと、たとえそれが
子どもにとって否定的なも
のであっても、家庭学習時
間は増える。ただし、肯定的
なかかわりが高いほど、肯
定的な理由で勉強をする子
どもの割合が増える

＊塾での学習時間を除く

上記の関連データはコチラ！
http://benesse.jp/berd/
＊「調査・研究データ」コーナーをご覧ください
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http://benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/index.html
http://benesse.jp/berd/data/index.shtml

